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文部科学省特別支援学校等の医療的ケア調査を基本

• 人工呼吸器
• 気管切開
• 酸素
• 喀痰吸引

－ 口腔・鼻腔・気管
• 経管栄養

－ 経鼻、胃瘻、腸瘻
中心静脈栄養

• 導尿
• 人工肛門
• 腹膜透析

平成27年度

【調査対象とした医療的ケアの定義】



【調 査 方 法】
調査期間： 2016年～2020年 5年間

①就学前乳幼児 ②小中高生 ③特別支援学校高等部卒業20歳未満

対象児ライフステージ別分類：

調査別分類：
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【ライフステージ別 医療的ケア児数】
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【ライフステージ別/圏域別
医療的ケア児数】 【人工呼吸器管理】
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【人工呼吸器管理】
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【気管切開管理】

全体 未就学児 学童



【在宅酸素管理】 【経管栄養管理】
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【ま と め （1）】
１. 県内の医療的ケア児は、5年間で1.2倍（211人から252人）に増加。

２. ライフステージ別では、未就学児は横ばいも、学童以降が1.5倍。

３. 圏域別では、医療的ケア児数の多い順に、北勢—中勢—南勢—東紀州

で、中勢での学童以降の増加が顕著。

４． 医療的ケア内容別では、人工呼吸器管理児の増加率は全体で1.9倍、

なかでも北勢で2.6倍と顕著。

また、NPPVの比率が増加しており、その傾向は未就学児で顕著。



【ま と め （2）】
５．気管切開管理児の増加率は横ばいであったが、ライフステージ別では

NPPV管理の多い未就学児では減少傾向、学童以降では1.8倍に増加。

これらは、乳幼児期の呼吸器管理の変化や学童以降での呼吸状態の悪

化、学童以降での発症疾患（事故、感染症など）を反映してものと推

察され、学童以降のリハを含む呼吸管理の重要性が示唆された。

県内の医療的ケア児は増加傾向にあり、特に人工呼吸器管理を要する子
どもは顕著に増加していた。

医療的ケア内容において、圏域毎に特徴の違いを認めた。

今後は、地域ニーズに沿った多職種連携体制の充実が重要と考える。
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